
（Ⅱ）オキシダント計の動的校正
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1　まえかき

オキシダント計の吸収液が中性リン酸緩衝2％よう化

カリウム溶液（以‾F「2％KI吸収府」という。）に決

まり、同時に、従来行ってCゝた静的柁正法に比べてより

正確な柁正法である動的校正法が義務づけられた。

そこで、動的校正の誤差要凶について若干の検討を行

って、動的校正を実施した。

ます、ィンビンジャーの形状が手分析値のバラツキの原

因とをることが考えられるので、今回使用するインピン

ジャーについて性能試験を行った。オキシダント計につ

いては、ガス一口1路の漏れ、ガス流基が大きな誤差要因と

なるので、事前に漏れ検査を行い漏れのないことを確認

し、流基計の涜昆稔宝を行った。

また従来使用していた10％Kl吸収頗と今後使用する

2％KI岐収液とで指示値にどの程度差があるかをCX

－2型、GX－7型のオキシダント計各1台について調

べた。向流吸収管段数と等価液の指示値の関係について

も調べた。　　　　／

2　実験方法

実験方法は、JIS B7959に従った。

セロガスはゼロガス精製装置を通したものを用い、オソ

ン計は紫外線吸光法の測定機を用いた。使用した機器を

TableIに、装置の概要をFlglに示す。

Table　工　供試機器一覧

装　　 置 型　　 式 備　　　 考

セロガス発生装置 O Z － 10 3
水銀 ラ ンプ ・活性炭

シリカケルーソ一夕ライム

オ　ソ　 ン　発 生　 器 M E C － 1 000 特注 流 量 1 0ゼ／m 容 屋

オ ソ ン測 定 装 置 T U V p l lO O 紫外 線 吸 収 法

手　 分　 析　 装　 置 O Z － 10 0

2－1インピンシヤーの性能試腰

オゾン濃度を一定にしておき、各インピンシャ‥－で1

％KIロ射文掛こよる手分析債にどのくらいバラソキがあ

るかをみた。オゾン濃度はオゾン計でモニタ‾しておい

た。

2－2　オソン喜十の校正

2－1で行った手分析値の平均から校正率を求め、JがノJ

オーーノて－－フロー・

Flglオキシダント計動的校正装置
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にこの恒で、オゾン計を校正した後、再び0．10．25、

0・4P剛付近の濃度のオゾンを流し、オゾン計の校正曲

線を作成しオゾン計の最終校正を行った。

最後に0．1、0．25、0．4P別のオゾンを涼し、手分析値

とオゾン計の指示値が一致することを確認した。

2－3　オキシダント計の禎正

オキシダント計は内部配管を新しいものに変えショイ

ント弧比色部、涜量計等、すべて洗浄、整備し、卿又

液流量とガス漏れを検査した。ガス漏れ検査の方法は、

送液ポンプをオフにして、吸収液タンクの排液側を閉じ

トラソプ部分の配管をはずして、はずした2ケ所とガス

入口を、それぞれ漏れ検査装置（Fig2）につを㌢、ガ

スポンプをオンにし、涜量3．Ogんにおける差庄を読み涜

路抵抗を調べ、それからガス人口側を閉じて差庄を調べ

差圧が数mmAqであることで漏れのないことを確認する

方式をとった。流量検定は、基準流量計の2．5、2．8、

310、3・2、3・5gふで各オキシダント計の流量計の指示値

を読んだ。各設定流量について下から上へ、および上か

ら下へ変えて、読みとった値の3回の平均値を基準涜量

計の各値に対する指示値とした。実流量3．Ogふに対する

涜量計の目盛合せは、0．1βふを最小目盛として行った。

以上の作業の後、オキシダント計に0．1、0．2、0．4PⅢ

の濃度のオゾンを涜して指示値を読み取り、0．25P鞘の濃

度のオゾンを涼して、オキシダント計を校正し、ガスポ

ンプを止めてゼロ点を確認した。つぎに0．25、0．4、0．1

TableⅡ　インピンジャーの性能鼓験

オキ／ダント音十

F唱　2　漏れ検査装置

P別の濃度のオゾンを流して指示値を読み、それから等価

㈲こよるオキシダント計の指示値をみた。

2－4　－0％Kl吸収満と2％K」吸収液の指示値の差

まず10％KI吸収液を使用したオキシダント計に0．1、

0・2、0・4P別のオゾンを流して指示値を読みとり、それか

ら2％K工吸収液に変えて、同様の操作を行った。

3　結果と考察

3－1インピンジャーの性能試験

（結果をTableⅡ　に示す。）

1回目にインピンジャーのNo6が7．4％、N。10が－42

イ ン ピ ン シ （ヨオ ソ ン計

の指 示 値

回

手 分 析 値
ガ　 ス　 温 比　　 率　 ① オ ゾ ン計　　　　　ヒ．‾ ② ガ　 ス　 温 比　　　 率

ヤ ー の 番 号 日
（PⅢ） （P別） （℃ ） （② ／① ）

の 指 示 値

（珊 ）

手 分 析 値
（P即） （℃ ） （（む ／（∋）

ロ 0　20 7 0 ．2 94 22 ．7 1 ．4 2 0 ．2 07 0 ．2 97 21 ．4 1 44

2 0 ．2 07 0 ．2 97 22　7 i 4 4 0 ．20 8 0 ．2 97 21 ．5 1 ．4 3

3 0 ．2 06 0 ．30 0 22 ．0 1 ．4 6 0 ．20 7 0 ．29 3 21 ．2　　　　 1 ．4 2

4 0 ．20 5 0 ．30 6 18 ．0 1 ．4 9 0 ．20 2 0 ．30 6 17 4　　　　 1 ．5 2

5 0 ．20 5 0 ．30 7 18 ．0 1 ．50 0 ．2 0 2 0 ．3 1 3 1 7　6　　　　 1 ．5 5

6 0 ．20 7 0 ．3 25 20 ．0 1 ．5 7 0　2 03 0 ．2 96 17 ．6　　　　 1 46

7 0 ．2 06 0 ．3 06 20 ．2 1 ．4 9 0 ．20 4 0 ．30 3 21 ．2　　　　 1 ．49

8 0 ．2 06 0 ．29 1 22 ．4 1 4 1 0 ．20 5 0 ．29 8 21 ．2　　　　 1 ．4 5

9 0 ．20 3 0 ．29 3 2 2 ．0 1 ．4 4 0 ．20 4 0 ．29 5 2 1 ．5　　　　 1 ．4 5

10 0 ．20 8 0 ．29 1 2 ユ．7 1 ．4 0 0 ．2 0 3 0 ．2 9 6 2 2 ．8　　　　 1 4 6

平　　 均 0 ．20 60 0 ．3 0 10 1 46 2 0 ．2 04 5 0 ．2 99 4
戸 1 46 7

注 ） カ ス温 とは ： ガ ス メ ー タ ー 出 口 温 度
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％、2回目にNo5が5．7　％と、比較的大きをバラツキを

示したが、2［司とも大きをバラソキを示したものはなか

った。

No5、No6、NolOのインピシャーは以後の手分析にほ

用いをいこととした。

3－2　オゾン計の校正

鼠終校正は、一同冒に校正したオゾン計に対して2％

程度で、あまり大きを差は示さなかった。

TableⅢ　涜量検定と漏れ（差圧）検査

3－3　オキシダント計の校正

流量検定、漏れ検査の結果をTableⅢⅠに、オキシダン

ト計の校正結果をTableⅣに、向漆喰収管段数を等価液指

指示値をTable Vに示す。等価液濃度に対するオキシダ

ント計の指示値を磯恨事と考えた場合、ここで使用した

向流吸収管の段数の範囲では、段数と吸収効率の間に、

一定の傾向は認められをかった。

測 定 値

基 革 点 上i 計 設 定 虎 屋 差　 庄 （c rロA q）
‖

】 基 隼 読 畳 計 設 定 点 ≦孟 差　 住 （cm A q ）

2 5 g ふ 2 8 色ふ 3 0 g ふ 3 2 g ふ 3 5 鑓ふ 人 U 閑 人 「コ閉
測 定 値

2 5 gふ 2 8 色ふ 3 0 鯨 3 2 g血 3 5 偶 人 口 閏 人 口 閉

八　 潮 2　5 1 2　8 3 3　0 0 3　2 2 3　5 2 1 4　5 0　2 所　 沢 2 ．5 2 2　80 2　98 3 1 6 3　5 0 1 2 1 0　5

草　 加 2　38 2　6 6 2 邑8 3　0 8 3　4 0 1 2　6 0　2 入　 間 2　56 2　90 3　0 9 3 1 8 3　5 8 1 5　5 0 ，2

越　 谷 2　3 4 2　6 5 2 8 2 2　9 8 3　2 6 1 1 5 0 1 川　 越 2　4 4 2　7 2 2　9 2 3 1 0 3　3 8 1 3　0 0 1

春 日 部 2　4 2 2　7 6 2 9 6 3 1 6 3　4 0 Ⅰ6　5 0 1 幸　 手 2　4 8 2　8 0 3　0 0 3　2 0 3　5 0 1 2　3 0 1

川　 口 2　5 Z 2　8 4 3　0 8 3　24 3　64 1 2　0 0　2 羽　 生 2　7 4 3　0 5 3　2 8 3　4 7 3　7 6 1 5 ．0 0　2

戸 田 故 2　4 0 2　7 6 2 ．98 3 18 3　4 8 1 2　2 0　2 （Jrま　 巣 2　6 0 2　9 6 3 1 7 3　40 3　7 0 1 3　2 0　5

和　 光 2　3 8 2　b 5 2　88 3　08 3　3 8 12　2 0　6 東 松 山 2　5 6 2　9 1 3 1 0 3　2 8 3　5 5 13　7 0　2

大　 法 2　5 2 2　86 3　0 4 3　2 4 3　5 8 1 3　4 0　3 龍　 谷 2　64 2　94 3 1 6 3 ．3 6 3　7 0 14　6 0　4

上　 尾 2　50 2　84 3　0 2 3 18 3　5 0 1 0　6 0　4 本　 上［ Z　42 2 ．70 2　8 6 3　0 3 3　3 4 14　0 0 ．1

畠 士 見 2　5 3 2　8 5 3　0 3 3　2 1 3　5 6 ユ2　5 0　2 秩　 父 2　63 Z　9 2 3 1 0 3　3 2 3　6 6 1 6　6 0　2

TableⅣ　オキシダント計校正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位ニP孔り

測　 定　 局 オソン計
オキシタント計

測　 定　 局 オソン計

オキ シタン ト計

測　 定　 局

オキシタ ン ト計

校正前 釆交正後 校正 前 才交正後
オソン計

校正前 校正 後

八　　　 潮 0．1

0 2

0 0 80

n 1 64

0．10 0

0 20 0
大　　　 宮 0．1 0　09 3 0 ．1 00

羽　　　 生
0 ．1 0　0 95 0．09 9

（G X － 6 型）
0　4 0．3 20 0 ．39 5

（G X 【 7 型） 0 2
0 ．4

0 ．18 5
0 3 5 2

0 ．2 00

0 ．3 90
（G X 【 7 型 ） 0 ．2

0 ．4

0 ．1 88

0．3 66

0 Ⅰ9 9

0 ．39 7

草　　　 加
0 1

0 フ

0 08 6

0 17 7
0 10 1

0 19 5
上　　　 尾

0 ＿L 0 ．0 98 0．10 2
（J与　　　 巣

0．1 0．09 8 0　0 9 8

（G X － 2 聖り
0　4 0．35 4 0 ．3 90

（G X － 2 型 ） 0 ．2

0 ．4

0 ．1 87

0 3 50

0．20 0

0．39 3
（G X － 6 型） 0．2

0．4

0．1 92

0．37 5

0 ．19 5

0 38 0

越　　　 谷 0 ．1
0 2

0 ．0 9 3

0 18 2

0 ．1 03

0 2 00
富　 士　 見

0 ．1 0 1 00 0．10 2
東　 松　 山

0．1 0．10 7 0　0 98

（G X － 2 型 ）
0 ．4 0 ．3 38 0　3 95

（G X 【 6 型） 0．2

0．4

0．1 95

0，3 82

0 ．200

0 ．4 00
（G X － 6 聖り 0 ．2

0 4

0 21 5

0 40 6

0 ．2 00

0．3 95

春　 日　 部
0 ．1

0 2

0 ．0 9 5

0 1 90

0．09 3

0 20 i
所　　　 沢 0．1 0 0 8 3 0 ．100

能　　　 谷
0 ．1 0 ．0 8 9 0 10 1

（G X － 2 型）
0 ．4 0．3 50 0 ．39 3

（G X － 2 型） 0．2
0 ．4

〔17 2

0．32 5

0 、2 00

0 ．3 92
（G X － 6 型 ） 0 ．2

0 ．4

0 ．17 4

0 ．3 4 3

0．20 0

0．40 1

川　　　　 口
0．1

0 2

0 09 3

0 17 5

0 0 9 3

0 200
入　　　 間

0 ．1 0　0 9 3 0 ．1 02
本　　　 庄

0 ．1 0 ．0 94 0 10 1

（G X 【 2 型j
0　4 0．33 0 0　3 9 5

（G X － 2 型 ） 0 ．2

0 4

0 ．1 87

0 ．3 4 5

0 2 00

0．3 90
（G X － 7 型） 0 ．2

0 ．4

0 ．1 86

0 ．3 63

0 ．20 0

0 ．39 5

戸　 田 ・蕨 0 ．1
0 2

0．08 0
0 16 7

0 1 00

0 1 99
川　　　 越

0 ．1 0 ．1 10 0．10 3
秩　　　 父

0．1 0．09 7 0 ．10 2

（G X － 2 塑）
0 ．4 0　31 7 0 ．3 91

（G X 二 2 聖 ） 0．2

0．4

0 ．2 i9

0 ．4 03

0．20 0

0．38 0
（G X － 6 型） 0．2

0．4

0．19 5

0．39 2

0 ．2 0 2

0 ．4 0 5

和　　　 光
0 1 0 ．0 90 0．1 00

幸　　　 手
0 1 0．08 6 0 ．10 4

（G X － 2 型 ） 0 ▲2

0 ＿4

0 ．1 82

0 3 62

0．20 0

0．40 0
（G X － 6 型）

0．2

0．4

0．1 70

0．33 6
0 ．20 2
0 ．4 0 3

－31【



3－410％K」吸収液と2％K】吸収液の指示値の差

結果をTableⅥに示す。

2％KI吸収液のオキシダント計の指示値は、10％

KI吸収液の指示値に対して、GX－2型で89％、GX岬

7型で85～87％であった。

4　まとめと問題点

1）インピンシャーの性能試験では、特に大きをバラツ

キを示すものがなかった。しかし　精度向上および維

持の検討が必要であろう。

2）オキシダント計の動的校正では、流量検定、漏れ検

査が必要である。

3）オキシダント計わ10％KI吸収液の指示値に対する

2％KI吸収液の指示値は85～89％であったが、機種

ごとに台数を多くして調べる必要があると思われる。

4）向涜吸収管段数と吸収効率の間には一定の傾向は認

められをかったが、オキシダント計では向流吸収管の

交換が、保守上避けられをいため、動的校正に関連し

て、さらに向流吸収管について調べる必要があると思

われる。
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TableⅥ10％KI吸収液と2％KI吸収疲の
指示値

測　 定　 局 オ ゾ ン計

（P刑）

オ キ シ ダ ン ト計 己比 率

（％ ）10 ％ K I

（PPhf）

2 ％ K I

（PⅢ）

川　 越

（G X － 2 型 ）

0 ．1 0 ．1 2 3　　　 0 ．11 0 8 9

0 ．2 0 ．2 4 5 0 ．2 1 9 8 9

0 ．4 0 ．4 5 5 0 ．4 0 3 8 9

本　 庄

（G X 】 7 型 ）

0 ．1 0 ．1 10・ 0 ．0 9 4 8 5

0 ．2 0 ．2 1 5 0 ．1 8 6 8 7

0 ．4 0 ．4 2 0 0 ．3 63 8 6

克ble V　向涜吸収管段数とオキシダント計の等価掛二よる指示値と吸収効率

胡 ‘定 員．ユ

向 局 暇 （D 等 壇ノオ キ ン ダ 般 収 弛 ＿宰

測 定 局

向 痛 唄 ① 等 ② オ キ シ ダ 吸 収 効 率

測 定 局

向 点 吸 ① 等 ② オ キ ン グ 吸 収 効 幸
収 管 段 伯 叔 ン ト計 の 指 （％ ） 収 管 段

敢

価 液 ン ト計 の 指 （％ ） 収 管段

数

価 腐 ／ 卜計 の 才旨 （％ ）
敢 （農 度 ホ 値 （① ／② × 10 0 ） 濃 度 示 値 （（か／（塾 × 1 0 0 ） †農度 元 値 （（∋ ／項）× 1 00 ）

八 i朝一 9 2

0 1 0 1 17 8 5　5

大　 ′よ 9 6

0 1 0 10 0 10 0　0

羽　 生 9 4

0 1 0 1 1 5 8 7　0

0 ．2 0　23 6 8 4　7 0　2 0 1 9 9 10 0　5 0　2 0　2 2 8 8 7　7

0　4 0　46 3 8 6　4 0　4 0 ．3 9 9 10 0　3 0　4 0　4 4 3 9 0　3

＃‾　 加 9 7

0 1 0 10 8 9 2　6

上　 尾 9 6

0 1 0　0 9 9 10 1 0

南　 東 9 2

0 1 0　0 98 1 0 2　0

0　2 0　22 0 9 0　9 0　2 0 1 9 9 10 0　5 0　2 0 1 96 1 0 2　0

0　4 0　4 4 2 90　5 0　4 0　3 9 8 1 0 0　5 0　4 0 ．39 1 1 0 2　3

越　 谷 9 5

0 1 0 10 3 97 1

富 士 見 9 4

0 1 0 1 0 1 9 9　0

東 松 山 9 1

0 1 0 10 1 勺9　0

0　2 0　2 0 5 97　6 0　2 0　2 0 2 9 9　0 0　2 0　20 Z 99　0

0　4 0　4 1 0 97　6 0　4 0 ．40 2 9 9　5 0　4 0　40 4 99　0

春 日部 9 5

0 1 0 1ユ7 85　5

所 （尺 9 1

0 1 0 1 14 8 7　7

古巨　 谷 9 2

0 1 0 10 2 98　0

D　2 0　2 1 5 93　C 0　2 0　2 2 9 8 7　3 0　2 0 ．20 4 98　0

0 ．4 0　ヰ2 9 93　2 0　4 0　4 58 8 7　3 0　4 0　4 0 8 98　0

川　 口 9 3

0 1 0 1 0 7 93　5

人　 間 9 3

0 1 0 10 2 9 8 ，0

本　 庄 9 5

0 1 0 10 2 98　0
0　2 0　2 1 4 9 3　5 0　2 0　20 4 9 8　0 0　2 0　2 0 3 98　5
0　4 0　4 2 9 9 3　2 0　4 0　4 0 8 9 8　0 0　4 0　4 0 6 98　5

／」日一皮 9 7

0 1 0 1 0 7 9 3　5

川　 越 1 03

0 1 0 10 0 1 0 0 ．0

秩　 父 9 3

0 1 0 1 0 8 92 ．6
0　2 0　2 1 4 9 3 ．5 0　2 0 ，19 3 1 0 3　6 0　2 0　2 1 8 91 7
0　4 0　4 2 7 9 3　7 0　4 0　3 8 0 1 0 5　3 0 4 0　4 2 8 9 3 ．5

割」 光 1 0 0

0 1

0 2

0 4

0 10 6

0 2 1 1

0 4 1 5

9 4 3

9 4 8

9 6 4

幸　 手 9 3

0 1

0 ．2

0 ヰ

0 1 1 3

0 2 2 7

0 ▲4 4 8

8 8 5

8 8 1

8 9 3
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